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2議長・副議長あいさつ・市議会の構成

議長・副議長あいさつ

議 長

古 屋　信 二
副 議 長

佐 藤　寛 治

　こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
温
か
い

ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
・
副
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ

の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　さ
て
、
議
会
で
は
第
二
次
坂
井
市

総
合
計
画
や
総
合
戦
略
策
定
に
あ
た

り
、
理
事
者
と
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を

交
わ
し
政
策
決
定
し
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
議
会
は
総
合
計
画
や

総
合
戦
略
に
の
っ
と
り
、
適
正
・
効

率
的
に
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
く
か

を
判
断
す
る
と
と
も
に
、
監
視
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
状
況
は
落
ち
着
き
を
見
せ

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
「
誰

も
が
感
染
す
る
リ
ス
ク
」、「
誰
で
も
感

染
さ
せ
る
リ
ス
ク
」が
あ
り
ま
す
。

　今
後
も
第
２
波
の
感
染
防
止
対
策

や
経
済
支
援
対
策
、
生
活
支
援
対
策
な

ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　議
会
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
二
元

代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、
自
治
体
の

意
思
決
定
や
執
行
機
関
の
監
視
・
評

価
に
と
ど
ま
ら
ず
、
議
会
で
の
政
策

調
整
、
立
案
機
能
を
十
分
発
揮
し
、

市
民
の
負
託
に
応
え
、
本
市
の
未
来

を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　私
た
ち
自
身
、
本
市
と
市
議
会
の

発
展
の
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
全
力
を
傾
注
し
、
そ
の
職
責
を
全

う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

市議会の構成
◎委員長　〇副委員長常 任 委 員 会

総務常任委員会 教育民生常任委員会 産業建設常任委員会

特 別 委 員 会

　
委員長　川畑　孝治　　副委員長　山田　秀樹
委　員　三宅　小百合、近藤　哲行、上坂　健司、田中　哲治、東野　栄治、橋本　充雄、畑野　麻美子、

　山田　栄、広瀬　潤一、田中　千賀子

地域公共交通対策特別委員会

広報編集委員会

委員長　佐藤　寛治　　副委員長　三宅　小百合　
委　員　山田　秀樹、後藤　寿和、川端　精治、上坂　健司、東野　栄治

議会運営委員会

委員長　戸板　進 　　副委員長　辻　人志　
委　員　後藤　寿和、川端　精治、上坂　健司、田中　哲治、松本　朗、東野　栄治、

　川畑　孝治、橋本　充雄

議会報告委員会

委員長　辻　人志 　　副委員長　渡辺　竜彦　　
委　員　南川　直人、田中　哲治、畑野　麻美子、田中　千賀子

　
委員長　前田　嘉彦　　副委員長　後藤　寿和　
委　員　川端　精治、渡辺　竜彦、前川　徹、南川　直人、戸板　進、吉川　貞明、松本　朗、

　伊藤　聖一、辻　人志、永井　純一

本庁舎整備特別委員会

　
委員長　田中　千賀子　　副委員長　吉川　貞明　委　員　議長を除く全議員

予算特別委員会

渡辺竜彦

山田　栄 ◎後藤寿和 ○前川　徹 三宅小百合

辻　人志 田中哲治

佐藤寛治 松本　朗

山田秀樹

田中千賀子 ◎上坂健司 ○永井純一 畑野麻美子

伊藤聖一 近藤哲行

戸板　進 吉川貞明

東野栄治

広瀬潤一 ◎川端精治 ○南川直人 橋本充雄

川畑孝治

前田嘉彦 古屋信二
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広域連合・一部事務組合議会報告
福井県後期高齢者医療広域連合
県内すべての市町で構成。
被保険者の資格の管理や保険料の決定、医療の給付などに関
する事務を行う。

■令和2年2月：第1回臨時会

●令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算　可決

●後期高齢者医療に関する条例の一部改正について　可決

　　　他3件を可決

■令和2年3月：第1回定例会

●令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算　可決

●令和２年度一般会計予算　可決

　　　他3件を可決
越前三国競艇企業団
坂井市と越前市で構成。
競艇事業の運営を行う。

■令和2年3月：第1回定例会

　●令和2年度モーターボート競走事業会計予算　可決

　●令和元年度モーターボート競走事業会計補正予算　可決

他4件を承認、可決

五領川公共下水道事務組合
坂井市と永平寺町で構成。
九頭竜川廃川敷およびその周辺の区域に係る公共下水道の設
置、修繕、その他の管理に関する事務を行う。

■令和2年3月：第108回定例会

●職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例に

ついて　可決

●令和２年度五領川下水道事業会計予算　可決

他1件を可決

福井坂井地区広域市町村圏事務組合
坂井市・福井市・あわら市・永平寺町で構成。
主に清掃センター、YONETSU-KANささおかの運営、電子計
算組織(福井市を除く)の共同利用を行う。

■令和2年3月：第177回定例会

　●令和元年度一般会計補正予算　可決

　●令和2年度一般会計予算　可決

他2件を可決

嶺北消防組合
坂井市とあわら市で構成。

■令和2年3月：第1回定例会

　●令和元年度一般会計 予算　可決

●会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制

定について　可決

令和2年度 　一般会計６月補正予算概要

補正額10億5,650万円（補正後の額  540億9,355万円）
主 な事業

◆地方創生推進事業      　　  2,550万円 ◆放課後児童対策事業           1,397万円
  　新型コロナウイルス感染防止対策による学校休
校に伴う児童クラブ開設に係る経費の増加に伴う
増額。

　市内小中学校において、新型コロナウイルス感
染症対策の徹底を図るための必要な保健衛生用品
を購入するなど、対策に必要な経費の増加に伴う
増額。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている
子育て世帯の生活を支援するため、市内店舗で使
えるすくすく商品券の交付に係る経費の増加に伴
う増額。

◆教育委員会事務局事業 

　
◆多子世帯子育て支援事業 

3,451万円

4,500万円

　親元を離れ県外に進学した学生に対し、地元の
特産品を仕送りする事業に係る経費の増加に伴う
増額。

◆議会調査活動事業        　△1,256万円     
　新型コロナウイルス感染症拡大への影響等を
勘案し、市民生活および地域経済を支援する事
業を推進するため、議員の期末手当、各常任委
員会・特別委員会の視察に伴う旅費および政務
活動費の減額。

◆議会運営事業      　  　      △643万円
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総務部

総務常任委員会報告

総合政策部

主な質疑内容

財務部

6月14日の集中豪雨の被害状況とその原因、

今後の防災対策は。

丸岡地区の国道364号線にて土砂崩れが発生

したが、通行止めは即日解除されている。ま

た、丸岡地区で9カ所、春江地区で4カ所の道

路冠水を確認した。原因としては前日からの

集中的な強い雨が考えられ、春江町では24時

間の記録で観測史上最高の記録であった。

今回コロナウイルス感染症対策を講じて自

主避難所を開設した。今後も防災と防疫の両

方を考えた避難行動の普及啓発に努め、備蓄

品などの整備について進めていきたい。

特別定額給付金の現在の給付率は。

6月19日現在で給付済みの世帯は31,476世

帯であり、給付率は97.7％である。未申請の

世帯数は約640世帯である。

新型コロナウイルス支援として、県外に進

学した学生に対し、地元の特産品を送る事業

の周知方法と申請方法、期間、対象となる学

生の数は。

市のホームページやマスコミを通じて周知

し、学生は県の電子申請システムを用いて申

請を行う。8月上旬から受付を開始して、12

月中には発送を完了できるように考えてい

る。対象者は約2,000人を想定している。

ふるさと納税2市連携共同返礼品について、

２市連携のメリットは。

それぞれのポータルサイトで共同返礼品を

掲載することで寄附の受付窓口が広がる。ま

た、それぞれ市独自の魅力ある返礼品を加え

ることができる。さらに農畜産物の流通を後

押しすることで若手農業者の意欲を高め、後

継者問題の解決の一助になると考えている。

コロナ対策の財源にふるさと納税の寄附金

を使う可能性は。

ふるさと納税の寄附事業は市民からの応

募、検討委員会の審査を経て決定するので、

今回の緊急的な対応には向いていないと考え

られるが、今後継続的に求められる事業や回

復段階で必要となる事業をメニューに追加し

ていく事は可能である。

　他の自治体では追加補正で臨時交付金によ

る市内消費を喚起する施策を行っているが、

本市での今後の方向性は。

　第二次の臨時交付金において、地域経済の

活性化や第2波の感染拡大を想定した新しい生

活様式に即した施策に交付金を充当していく

方向性である。

▲魅力あるふるさと納税2市連携共同返礼品の一例



                                              

市民福祉部

三国病院

教育委員会

主な質疑内容

放課後児童クラブのパートタイム支援員の報

酬単価の違いは。

週5日間勤務する支援員と、長期休業期間中

の込み合う時間帯に勤務する支援員とで金額の

違いを設けている。

マイナンバーの通知カードと個人番号通知の

違いは。

通知カードの廃止に伴い、これから新しく付

番される人には個人番号通知書が発行されるよ

うになる。既存の通知カードはマイナンバーを

証明する書類として使えるが、個人番号通知書

は証明する書類とはならない。

コロナ禍における子育てへの影響調査は。

全体的な調査は行っていないが、幼保園で

は、保育士が電話で登園自粛していた子どもた

ちの行動や様子の聞き取りを行っている。

また、7月以降に保護者との面談を開催する

予定である。

すくすく商品券の利用実績は。

業種別の実績として、全体の58.2％が総合小

売、次に25.4％がスーパーマーケットでの利用

である。商品券の交付世帯件数は2,432件で、

そのうち99.3％に当たる1億5千万円分を交付し

ている。

小中学校の各家庭におけるオンライン環境に

ついて把握しているか。

学校休業中に調査したが、Ｗi－Ｆi環境などの

ＧＩＧＡスクール構想に見合った細かい部分の

把握は今後していかねばならないと考える。

小中学校の再開後の登校状況は。

新しい生活様式の学校に適応しながら、前向

きに登校している児童・生徒が多いと捉えてい

る。気がかりな児童・生徒についてはしっかり

対応している。

小中学校で次亜塩素酸水を使用しているのか。

学校では一切使用していない。次亜塩素酸ナ

トリウム、手指消毒用のアルコールや手洗い場

にある薬用のハンドソープを使用している。

第2波の感染拡大に備える体制は。

PCR検査の検体採取の実施を検討している。

そのほか、感染症疑いのある患者専用の診察室

の整備や、感染対策用の備品や医療用物資の調

達先の確保を進めている。

国、県の方では全国の医療機関の医療用物資

の在庫管理について情報共有を行い、緊急事態

に備える体制づくりを整備している。

教育民生常任委員会報告産業建設常任委員会報告

産業環境部

建設部
主な質疑内容

東尋坊整備計画事業について、東尋坊の再整

備に伴う住民主体のエリアマネジメント組織

の位置付けはどのようになるのか。

東尋坊エリアを盛り上げていくような組織

となる。（一社）DMOさかい観光局とも連携を

図りながら、東尋坊を日本一の観光地にするこ

とを目指していく。

漁港施設管理事業の県の補助は。

市が管理する漁港内の防波堤の一部倒壊に

ついて、県の協力を得て改修するものである。

三里浜砂丘地のさらなる鳥獣害対策を。

県や関係機関と対策連絡協議会を立ち上げ

た。電気柵の設置支援などの対策を講じていく。

新型コロナウイルスによる、ゆりの里公園へ

の影響と、今後の農産物直売所の指定管理はど

のように考えているのか。

4、5月の来場者は令和元年度と比べて約

50％の減となっている。直売所の指定管理に

ついては、JA福井県に事業内容を引き継いで

いる。

新型コロナ感染拡大に伴う自粛期間中の清

掃センターへのごみの持ち込み状況は。

前年同月比で可燃ごみが約40％の増加、粗

大ごみについては約10％増加している状況で

ある。

小規模事業者に対する本市独自の支援策を。

利子補給事業給付金をはじめ、地域経済の

活性化や新しい生活様式に重きを置いた施策

を講じることで、市内経済の支援をしていく。

危険ブロック塀除去事業費補助金に関して、

対象ブロック塀について把握しているのか。

教育委員会と三国土木事務所が平成30年9

月に調査を行い、危険箇所を29カ所と確認し

ている。

大雨に対する、今後の対応は。

職員による警戒体制の強化を図る。パイプ

ラインの出水管理などについては農林部局と

連携、河川改修については同盟会をはじめ、

市においても県や国に対して強く要望してい

く。

陳　　　情

＜主な意見＞

〇地元農業者や新規農業者が意欲を持って取

り組める内容である。

〇食料の安全保障は日本にとって大事な案件

である。

☆発議第２号にて陳情をもとに意見書を提出。
　

採択陳情第2号
食料・農業・地域政策確立に
向けた要請

▲高波によって倒壊した安島漁港の防波堤

▲学校での検温の様子

※

※GIGAスクール構想…児童生徒1人1台端末、および高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、公正に個別最適化された学びを全国の学校現場で
　　　　　　　　　　持続的に実現させる構想

常任委員会報告

市議会だより市議会だより
坂井
坂井

6常任委員会報告7



■問■問■問

■問■問

■答■答■答

■答■答

■問■問■問

■問

■答■答■答

■答

■問■問■問

■問

■答

■答
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■問■問

■答

■答 ■答

■答■答■答■答

川畑　孝治

政 友 会
代表質問者

渡辺　竜彦

志 政 会
代表質問者

南川　直人

志 政 会
代表質問者

山田　秀樹

［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］9 ［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］

畑野麻美子

日本共産党議員団
代表質問者

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
影
響
と
対
策
は

　　４
月
28
日
以
降
に
出
産
さ
れ
て
特
例

給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
妊
婦

に
対
し
、
応
援
給
付
金
を
支
給
で
き
な

い
か
。

　特
例
給
付
金
に
代
わ
り
、
今
年
度
に

限
り
就
学
前
の
第
１
子
に
対
し
、
す
く

す
く
商
品
券
の
交
付
を
計
画
し
て
い
る
。

　利
用
者
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
公

共
交
通
機
関
へ
の
支
援
は
。

　え
ち
ぜ
ん
鉄
道
へ
は
、
例
年
の
維
持

支
援
事
業
補
助
金
の
早
期
支
払
い
や
、

通
年
と
は
異
な
っ
た
経
営
支
援
に
つ
い

て
沿
線
市
町
と
県
と
で
検
討
し
て
い
る
。

　
路
線
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
へ

の
支
援
は
、
県
や
他
の
市
町
と
協
議
し

な
が
ら
支
援
策
の
検
討
を
行
う
。

　民
生
委
員
、
児
童
委
員
、
福
祉
委
員

の
活
動
状
況
と
、
各
地
区
で
の
サ
ロ
ン

な
ど
福
祉
活
動
を
再
開
す
る
に
当
た
っ

て
の
基
準
は
。

　厚
生
労
働
省
な
ど
か
ら
の
通
達
を
受

け
て
、
感
染
予
防
・
拡
大
防
止
を
優
先

し
な
が
ら
活
動
の
継
続
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　
サ
ロ
ン
の
開
催
は
よ
り
慎
重
に
検
討

し
、
７
月
以
降
に
準
備
が
で
き
次
第
、

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
小
中
学
校
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
の
環
境
は
。

　今
年
度
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
き
、
児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
整
備
す
る
。

　
通
信
環
境
は
各
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
へ
の
接
続
状
況
に
よ
る
が
、
接
続

で
き
な
い
家
庭
が
あ
る
程
度
あ
る
と
想

定
し
て
い
る
。

　小
中
学
校
の
修
学
旅
行
の
扱
い
は
。

　極
め
て
価
値
の
あ
る
教
育
活
動
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
中
止
で
は
な
く
延
期

の
方
向
で
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
及
ぼ
す

市
へ
の
影
響
を
ど
う
克
服
す
る

の
か（
そ
の
２
）

　
第
２
波
、
第
３
波
の
襲
来
に
備
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
早
急
な
環
境
整

備
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
今
年
度
中
に
児

童
・
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
１

人
１
台
配
置
す
る
環
境
構
築
を
行
い
、

端
末
に
つ
い
て
は
全
て
完
備
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　
長
期
休
校
に
よ
っ
て
、
懸
念
さ
れ
る

体
力
・
学
力
・
児
童
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
そ
れ
ら
へ
の
対

応
は
。

　
休
校
中
に
崩
れ
た
児
童
・
生
徒
の
生

活
習
慣
や
学
校
へ
通
う
た
め
の
リ
ズ
ム

を
整
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

　
ま
た
、
一
人
一
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
な
が
ら
、
安
心
し
て
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
家
庭
と
連
携
し

な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

　
市
内
小
中
学
校
、
幼
保
園
へ
の
感
染

防
止
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
感
染
症
対
策
の
取
り
組
み
指
針
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
は
文
部
科
学
省
や

県
教
育
委
員
会
か
ら
、
幼
保
園
な
ど
に

つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ
れ
た

指
針
に
基
づ
き
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
行
事
の
中
止
が
予
想
さ
れ
る
中
、
最

終
学
年
を
迎
え
る
児
童
・
生
徒
た
ち
の

想
い
出
づ
く
り
の
行
事
は
ど
う
行
っ
て

い
く
の
か
。

　
一
部
延
期
を
し
て
い
る
行
事
も
あ
る

が
、
各
学
校
に
お
い
て
実
施
方
法
を
工

夫
し
な
が
ら
行
う
方
向
で
計
画
を
し
て

い
る
。

　
特
に
、
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
内
容

な
ど
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
及
ぼ
す

市
へ
の
影
響
を
ど
う
克
服
す
る

の
か（
そ
の
１
）

　
令
和
２
年
度
の
予
算
執
行
率
と
、
事

業
達
成
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
３
回
の
補
正
予
算
総
額

は
、
１
１
３
億
３,
８
０
０
万
円
余
り

と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
の
中
止
の
影

響
も
あ
り
、
全
体
予
算
で
の
執
行
率
は

例
年
並
み
と
考
え
て
い
る
。

　
財
政
支
援
に
関
す
る
国
、
県
へ
の
要

望
や
、
中
小
企
業
者
な
ど
へ
の
支
援
と

窓
口
を
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
積
極

的
に
活
用
し
、
有
効
な
施
策
を
実
施
し

て
い
く
。

　
ま
た
、
商
工
会
と
連
携
し
、
市
内
の

経
済
活
動
を
早
期
に
回
復
さ
せ
る
た
め

の
消
費
喚
起
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　
中
小
企
業
者
な
ど
の
支
援
は
観
光
産

業
課
が
、
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
つ
い

て
は
福
祉
総
合
相
談
室
が
対
応
す
る
。

　
高
齢
者
の
運
動
な
ど
の
今
後
の
展
開

と
、
自
然
免
疫
を
高
め
る
た
め
、
市
民

の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
事
業
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
高
齢
者
対
象
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

７
月
以
降
に
再
開
す
る
予
定
で
あ
り
、

自
宅
で
も
で
き
る
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
紹
介
や
免
疫
力
の
向
上
を
目
指
し

た
活
動
の
紹
介
な
ど
を
盛
り
込
み
、
健

康
増
進
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
健
康
ア
プ
リ
「
歩
こ
っ
さ
プ

ラ
ス
」
を
活
用
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
避
難
所
で
の
「
３
密
」
を
防
ぐ
対
策
は
。

　
一
人
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
、
通
路
の

拡
大
や
間
仕
切
り
を
使
っ
た
専
用
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

　
県
か
ら
配
布
予
定
の
簡
易
間
仕
切
り

な
ど
を

活
用
し

て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

負
け
な
い
対
策
の
充
実
を
求
め
る

　
学
校
に
お
け
る
第
２
波
の
対
応
策
と

し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
必
要
不
可
欠
で

は
。

　
感
染
者
以
外
の
児
童
生
徒
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
は
県
の
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
の

で
、
現
在
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

　学
校
現
場
の
創
意
工
夫
を
保
証
す
る

た
め
に
、
教
育
委
員
会
が
果
た
す
役
割
、

取
り
組
み
は
。

　感
染
症
対
策
の
物
品
提
供
、
給
食
献

立
の
工
夫
、
通
学
バ
ス
の
増
便
な
ど
人

的
・
物
的
両
面
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
清

掃
な
ど
外
部
か
ら
の
配
置
が
必
要
で
は
。

　
放
課
後
の
消
毒
や
清
掃
に
つ
い
て
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
委
託

す
る
。

　国
、
県
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
市
民
、

事
業
者
に
対
し
支
援
を
。

　
市
内
の
経
済
活
動
を
回
復
さ
せ
る
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　個
人
検
診
な
ど
も
含
め
、
で
き
る
範

囲
で
集
団
検
診
の
実
施
を
。

　
本
市
で
は
、
県
と
県
医
師
会
が
調
整

し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
対
応
し
た
い
。

　テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
紙
パ
ッ
ク
の
使
用

に
助
成
し
、
プ
ラ
ご
み
削
減
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
は
。

　環
境
基
本
計
画
の
中
で
、
施
策
の
構

築
を
し
て
い
く
。

　外
出
自
粛
に
よ
る
高
齢
者
の
フ
レ
イ

ル
予
防
の
対
策
は
。

　き
め
細
か
な
配
慮
を
し
、
７
月
か
ら

の
再
開
に
向
け
、
準
備
を
し
て
い
る
。 ▲新型コロナウイルス感染症に係る事業者

　への支援（経済産業省 HPより引用）
▲学校の清掃をシルバー人材センターへ委託

▲登校時の消毒の様子 ▲新型コロナウイルスの影響を受けた
　公共交通機関
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8一般質問（代表者質問）

一  

般  

質  

問
（
代
表
者
質
問
）



■問■問■問■問

■問■問

■答■答■答

■答■答■答

■問

■問

■答■問■答■問■答

■答

■問■問 ■答

■答

田中千賀子

政 和 会
代表質問者

永井　純一

公 明 党
代表質問者

近藤　哲行

政 立 会
代表質問者

11 ［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は

　　
感
染
症
の
拡
大
が
第
二
次
坂
井
市
総

合
計
画
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

　
現
段
階
で
は
創
意
工
夫
に
よ
り
、
着

実
に
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
中
期
財
政
計
画
へ
の
影
響
は
。

　
歳
入
見
込
み
額
が
計
画
値
と
大
き
く

乖
離
す
る
場
合
や
長
期
化
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
、
見
直
し
を
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
。

第
２
波
に
備
え
た
対
策
は

　
感
染
し
た
児
童
、
園
児
や
濃
厚
接
触

者
が
出
た
場
合
の
学
校
、
保
育
園
の
対

策
は
。

　
保
健
所
と
協
議
に
よ
り
児
童
、
生
徒

の
出
席
停
止
、
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
の
学
校
全
部
ま
た
は
一
部
の
臨
時
休

校
の
措
置
を
と
る
。

　保
育
園
で
も
保
健
所
と
連
携
し
休
園

の
規
模
及
び
期
間
、
当
該
児
童
の
登
園

や
施
設
内
の
消
毒
も
保
健
所
の
指
示
に

従
い
適
切
に
実
施
す
る
。

　マ
ス
ク
着
用
時
に
お
け
る
熱
中
症
対

策
は
。

　
熱
中
症
な
ど
の
健
康
被
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合

は
、
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
各
学
校
に
指

導
し
て
い
る
。

　
公
共
施
設
に
お
け
る
マ
ス
ク
、
体
温

計
な
ど
の
備
蓄
と
追
加
対
策
は
。

　
マ
ス
ク
は
５
万
枚
、
消
毒
液
は
１
千

ℓ
を
備
蓄
数
量
と
し
て
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
を
続
け
て
い
る
。

　
学
校
給
食
へ
の
地
場
産
農
産
物
や
水

産
物
の
利
用
拡
大
は
。

　
坂
井
市
産
の
野
菜
や
メ
ロ
ン
な
ど
を

使
用
し
、
地
産
地
消
に
努
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
生
活
と
は

　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小
中
学
校
の
取

り
組
み
は
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

に
対
応
し
た
新
し
い
生
活
様
式
の
指
導

や
、
授
業
内
容
の
工
夫
を
行
う
。

　

　子
ど
も
た
ち
は
学
習
の
遅
れ
、
受
験
、

部
活
動
や
学
校
行
事
な
ど
、
多
く
の
不

安
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
不
安
を
解
消

で
き
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
く
。

感
染
症
に
対
応
す
る
避
難
体
制
を

　
分
散
避
難
の
体
制
構
築
を
。

　分
散
避
難
は
避
難
所
に
お
け
る
感
染

リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
も
有
効
な
方

法
で
あ
る
。

 

本
市
で
は
親
戚
・
知
人
宅
な
ど
へ
の

避
難
も
検
討
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

 

ま
た
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
へ
の
避
難
に

つ
い
て
、
市
内
で
該
当
施
設
は
な
い
。

　
避
難
所
の
運
営
方
法
は
。

　
避
難
所
の
増
設
や
避
難
者
の
検
温
・

問
診
に
加
え
、
施
設
の
消
毒
な
ど
今
ま

で
の
避
難
所
運
営
に
比
べ
て
多
く
の
人

員
が
必
要
と
な
る
。

　従
事
者
の
感
染
予
防
対
策
も
課
題
と

な
る
た
め
、
防
災
訓
練
な
ど
で
避
難
所

で
の
感
染
防
止
対
策
の
周
知
を
図
る
。

　
避
難
所
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
。

　避
難
所
を
増
や
せ
ば
、
当
然
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
も
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

　特
に
保
健
師
な
ど
の
不
足
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
感
染
症
予
防
策
を
踏
ま
え

た
上
で
、
避
難
者
自
身
に
よ
る
運
営
も

考
え
な
が
ら
対
策
を
進
め
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

家
族
へ
の
対
応
は

　
保
護
者
が
感
染
者
と
な
っ
た
場
合
、

残
さ
れ
た
子
ど
も
へ
の
対
応
は
。

　ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
い

た
場
合
は
。

　同
居
し
て
い
る
児
童
の
監
護
が
必
要

に
な
る
場
合
に
は
、
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
保
健
所
が
児
童
相
談
所
と

調
整
し
、
児
童
の
預
け
先
を
対
応
す
る
。

　な
お
、
保
護
者
か
ら
の
事
前
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
同
意
に
基
づ
き
家
族

構
成
、
児
童
の
年
齢
や
持
病
、
発
達
の

特
性
な
ど
の
一
時
保
護
に
必
要
な
情
報

を
保
健
所
に
連
絡
し
、
速
や
か
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
協
力
す
る
。

　ま
た
、
一
時
保
護
を
行
う
際
に
発
生

す
る
宿
泊
、
食
事
な
ど
の
費
用
は
、
一

時
相
談
所
が
負
担
す
る
。

緊
急
事
態
に
お
け
る
条
例
の
制
定
を

　
外
出
自
粛
期
間
中
に
お
い
て
も
県
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
本
市
を
訪
れ

て
お
り
、
地
元
の
人
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
懸
念
し
て
い

る
。

　本
市
と
し
て
、
こ
の
緊
急
事
態
に
お

い
て
少
し
で
も
状
況
を
改
善
で
き
る
よ

う
な
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　市
が
条
例
を
制
定
す
る
場
合
は
、
国

の
法
律
の
範
囲
内
で
の
制
定
が
基
本
で

あ
り
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
場
合
は
国
、
県
単
位
で
統

一
し
た
取
り
組
み
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　本
市
で
も
独
自
に
一
部
通
行
止
め
や

閉
鎖
措
置
を
取
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、

今
後
も
状
況
を
見
な
が
ら
、
住
民
の
不

安
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
国
、
県

と
協
力
し
て
対
応
し
て
い
く
。

一般質問（代表者質問）・定例会審議結果

市議会だより市議会だより
坂井
坂井

10

★6月定例会に提出された議案と議決結果 
定 例 会 審 議 結 果

○…賛成　×…反対　□…棄権　△…欠席　－… 議長のため原則採決に参加できない

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

議案番号 件　　　　　名
議
決
結
果

山
田
　
秀
樹

三
宅
小
百
合

近
藤
　
哲
行

後
藤
　
寿
和

川
端
　
精
治

渡
辺
　
竜
彦

前
川
　
　
徹

南
川
　
直
人

上
坂
　
健
司

戸
板
　
　
進

吉
川
　
貞
明

古
屋
　
信
二

田
中
　
哲
治

佐
藤
　
寛
治

松
本
　
　
朗

東
野
　
栄
治

伊
藤
　
聖
一

辻
　
　
人
志

川
畑
　
孝
治

前
田
　
嘉
彦

橋
本
　
充
雄

永
井
　
純
一

畑
野
麻
美
子

山
田
　
　
栄

広
瀬
　
潤
一

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
田
中
千
賀
子

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○

坂井市本庁舎新築工事（建築）請負契約の変更について

坂井市本庁舎改修工事（建築）請負契約の変更について
三国北小学校校舎大規模改造工事（建築）請負契
約の締結について

令和２年度坂井市一般会計補正予算（第３号）
令和２年度坂井市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）

令和２年度坂井市病院事業会計補正予算（第１号）

坂井市税条例の一部を改正する条例について
坂井市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例について
坂井市手数料条例及び坂井市印鑑の登録及び証
明に関する条例の一部を改正する条例について

坂井市災害対策基金条例の一部を改正する条例について
坂井市コミュニティセンター条例の一部を改正す
る条例について
坂井市後期高齢者医療に関する条例の一部を改
正する条例について

坂井市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

令和２年度坂井市一般会計補正予算（第４号）

食料・農業・地域政策確立に向けた要請

地方創生特別委員会廃止に関する決議について

食料・農業・地域政策確立に関する意見書の提出について

議案第４４号

議案第４５号

議案第４６号

議案第４７号

議案第４８号

議案第4９号

議案第５０号

議案第５１号

議案第５２号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

陳情第２号

発議第１号

発議第２号

▲コロナ禍での学校給食の様子（丸岡南中学校）▲避難所開設・運営訓練の様子

▲封鎖された市内観光地

［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］一般質問（代表者質問）
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12特集～議会での取り組み～

▲コロナ対策のため、議席の間に仕切り板を設置

坂本市長(左)へ、要望書を提出する

古屋議長(中央)と佐藤副議長(右)

県
内
の
市
町
議
会
で

い
ち
早
く
行
動

高校生議会の事例が
紹介されました

あわら市議会・坂井市議会
友好交流議員連盟を設立しました

　自治体情報誌「D-file」に
「北陸地方の自治体の高校生議
会の事例」として本市議会の取
り組みが紹介されました。

　去る７月10日、あわら市議会と坂井市議会は両市
議会の力を結集して、多様な角度から、まちづくり
を始めとする種々の行政課題を共同で調査・研究
し、政策提言を実現することを目的に、友好交流議
員連盟を設立しました。

ディー  ファイル

　市
議
会
は
、
５
月
22
日
に
開
催

さ
れ
た
議
会
運
営
委
員
会
に
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
考
え
、
６
月
末
に
支
給
さ

れ
る
期
末
手
当
を
３
割
削
減
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　議
員
か
ら
は
、

「
市
内
事
業
者
の
収
入
が
大
き
く

減
少
し
て
い
る
。
」

「
少
し
で
も
市
民
に
寄
り
添
い
た

い
。
」

な
ど
の
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
他
、
政
務
活
動
費
を
５
割
、

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
の
調

査
旅
費
な
ど
も
使
わ
な
い
こ
と
も

決
め
ま
し
た
。

　そ
の
こ
と
を
市
長
に
報
告
し
、

削
減
に
よ
り
捻
出
さ
れ
た
予
算
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
充
て
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　な
お
、
市
議
会
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長

も
期
末
手
当
の
額
を
３
割
減
額
す

る
こ
と
を
決
め
、
市
議
会
と
歩
調

を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　６
月
か
ら
は
、
県
内
の
学
校
の

授
業
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
市
民
が
増

加
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

市
議
会
で
は
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
に

市
を
通
じ
て
、
車
両
を
増
や
す
な

ど
、
通
勤
・
通
学
時
の
３
密
防
止

対
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　結
果
と
し
て
、
６
月
11
日
よ
り
、

１
両
編
成
で
あ
っ
た
７
時
49
分
あ

わ
ら
湯
の
ま
ち
駅
発
の
車
両
が
２

両
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
そ
の
後
に
つ
い
て
も
、

県
内
の
高
校
の
始
業
時
間
の
変
更

な
ど
、
情
報
収
集
に
努
め
、
で
き

る
限
り
の
対
策
を
実
施
し
て
い
く

と
い
う
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

通
勤
・
通
学
時
の

「
３
密
」防
止
対
策

マスクは必ず着用し、会議中は1時間に2回以上数分
間、換気を行いました。また、会議の開始時間は、
感染リスクを避けるため、昼食をはさまないように、
午後から行うことにしました。

毎朝体温測定を行うなど、風邪の症状も含めた体
調を確認しました。不要不急の外出や会合、団体
での会食を自粛しました。また、やむを得ず県外
へ出掛ける場合は、必ず議会事務局まで報告を行
うことを義務付けました。

議員やその家族が、感染者・濃
厚接触者となった場合は、議長
への報告を義務付けました。ま
た、議員が感染した場合は、氏
名・保健当局から認定を受けた
日付・現在の状態をマスコミに
対し、情報公開をすることとし
ました。



★９月定例会会期日程（予定）

　　
　　
　　

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。 

議会を傍聴してみませんか

９月  4日（金）  10時～
　　14日（月）・15日（火）　10時～
　　17日（木）  10時～
　　18日（金）  10時～
　　23日（水）  10時～
　　29日（火）  10時～

本会議（行政報告・議案説明など） 
本会議（一般質問） 
産業建設常任委員会 
教育民生常任委員会 
総務常任委員会 
本会議（委員長報告・採決など）  

15　 表紙募集・今号の表紙・9月定例会会期日程のお知らせ

市議会だより市議会だより
坂井
坂井

14政務活動費収支報告

会派名 合　　計政立会
１名 26名

（単位：円）

科　目
政務活動費
預金利子

平成31年4月～令和2年３月

調査研究費
研修費
広報費
広聴費
要望・陳情活動費
会議費
資料作成費
資料購入費
人件費
事務所費
事務費
その他の経費

政務活動費
預金利子

収入

支出

返還額

残　　　額

合　　計

合　　計

政友会
４名

志政会
12名

日本共産党議員団
２名

公明党
１名

政和会
６名

☆政務活動費とは…

　令和元年度 政務活動費の会派収支について報告します

・議員の調査研究その他の活動に資するため必要な費用の一部として、議会における会派（所属議員が1人の場合も含
む）に対して交付されるもので、会派の所属議員数に月額50，000円を掛けた金額が交付されます。

・収支内容は、毎年度議長に報告し、残額がある場合は市に返還することになっています。
・年度の途中に会派の解散、所属人数に変更があった場合は、交付額が調整されます。 

7,200,000 
19 

7,200,019 
2,584,706 

179,317 
857,256 

0 
153,160 

0 
429,728 
271,571 
152,985 

0 
0 
0 

4,628,723 
2,571,296 
2,571,277 

19 

3,600,000 
12 

3,600,012 
1,372,373 

0 
493,617 

0 
0 
0 

421,843 
65,978 

0 
0 
0 
0 

2,353,811 
1,246,201 
1,246,189 

12 

2,400,000 
3 

2,400,003 
2,089,822 

65,145 
0 
0 

107,185 
0 

1,166 
0 
0 
0 
0 
0 

2,263,318 
136,685 
136,682 

3 

1,200,000 
6 

1,200,006 
0 

239,405 
0 
0 

24,440 
0 

55,677 
33,512 

0 
0 
0 
0 

353,034 
846,972 
846,966 

6 

600,000 
0 

600,000 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

600,000 
600,000 

0 

600,000 
4 

600,004 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

600,004 
600,000 

4 

15,600,000 
44 

15,600,044 
6,046,901 

483,867 
1,350,873 

0 
284,785 

0 
908,414 
371,061 
152,985 

0 
0 
0 

9,598,886 
6,001,158 
6,001,114 

44 

■調査研究費
　会派が行う市の事務、地方行財政などに関する調

査研究（視察を含む）および調査委託に要する経費  

■研修費
　①会派が研修会、講演会などを開催（共同開催を

含む）するために要する経費 　　
　②団体などが開催する研修会（視察を含む）、講演

会などへの参加に要する経費  

■広報費
　会派が行う活動、市政について住民に報告するため

に要する経費 

■広聴費
　会派が行う住民からの市政および会派の活動に対

する要望、意見の聴取、住民相談などの活動に要す
る経費  

■要望・陳情活動費
　会派が要請、陳情活動を行うために必要な経費 

■会議費
　会派が行う各種会議、団体などが開催する意見交

換会など各種会議への会派としての参加に要する
経費  

■資料作成費
　会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費  

■資料購入費
　会派が行う活動に必要な図書、資料などの購入に

要する経費

■人件費
　会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費

　坂
井
市
議
会
広
報
編
集
委
員
会

も
議
会
の
組
織
替
え
に
よ
り
、
新

チ
ー
ム
市
議
会
広
報
編
集
委
員
会

が
発
足
し
ま
し
た
。

　第
57
号
よ
り
表
紙
お
よ
び
裏
表

紙
を
一
新
し
、
情
報
発
信
が
感
じ

ら
れ
る
誌
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　な
お
、
今
回
の
表
紙
は
コ
ロ
ナ

禍
の
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、

元
気
に
練
習
し
て
い
る
姿
を
写
真

に
収
め
ま
し
た
。

　本
ペ
ー
ジ
の
上
部
に
あ
り
ま
す

と
お
り
、
次
号
よ
り
表
紙
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（佐
藤
）

政務活動費の主な使途事項

今 号 の 表 紙

表紙は坂井高校野球部の山下翔也さんです。

また、同校野球部を代表して副キャプテンである

岸田真拓さんにインタビューを行いました。

Ｑ．野球部のモットーは。
Ａ．“逃げない～プレイヤーとして，人と

して～‶ です。
Ｑ．コロナ禍について思うことは。
Ａ．親を甲子園に連れて行くことを目標

に頑張ってきました。代替大会で
勝って恩返しをしたいです。

やました  しょうや

き し  だ   ま  ひ ろ

あなたの写真で、坂井市の魅力を伝えてみませんか？

議会広報の表紙写真を大募集！

発行部数約3万部、市内全世帯に配布される議会広報紙の表紙写真

を募集します。発行月は、5月、8月、11月、2月です。季節感あふ

れる、あなたが撮影した奇跡の1枚をお待ちしています。

○掲載月　　　５月、８月、11月、2月

○応募資格　　市内在住または、在勤・在学している人

○応募期間　　希望掲載月の前月第一月曜日まで

○応募要件　　①市内で撮影したもの

　　　　　　　②概ね、１年以内に撮影したもの

　　　　　　　③写真は、縦長で撮影された３MB以上９MB以内のJPEGデータ

　　　　　　　④未発表のもの

○注意事項　　①応募者以外に被写体となっている人への承諾を必ず得てくだ

さい。承諾を得ていなかった場合のクレーム・トラブルなど

については、一切の責任を負いかねます。なお、個人の所有

物に関しても、同様とします。

②採用された写真は、無償で坂井市議会が使用することに承諾

したものとします。

　　　　　　　③サイズ調整のためにトリミングなどをする場合があります。

　　　　　　　④選考は、市議会広報編集委員会で行います。なお、審査内容

　については、お答えできません。

○応募方法　　撮影者の氏名、住所、電話番号、掲載希望月、撮影年月、撮影

　　　　　　　場所、写真の説明などを記入し、写真データを添付して、メー

　　　　　　　ルで下記へ送付ください。

○問い合わせ　議会事務局　TEL　50-3001　mail　gikai@city.fukui-sakai.lg.jp

▲掲載のイメージ
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